
１ 学校の概要

所在地・電話番号

〒２７１－００４４

所在地：千葉県松戸市西馬橋１丁目１２番地の１

電話番号：０４７－３４１－１２１８

学 年

生徒･児童数 学級数

男 女 計

第１学年 ５４ ６２ １１６ ４

第２学年 ５２ ４８ １００ ３

第３学年 ４９ ４７ ９６ ３

第４学年 ４８ ６６ １１４ ３

第５学年 ５０ ４７ ９７ ３

第６学年 ４４ ４７ ９１ ３

特別支援学級 １８ ９ ２７ ４

計 ３１５ ３２６ ６４１ １９

教職員数 ４３名

学校・地域の

教育的環境

本校は、１８７４年（明治７年）に馬橋尋常小学校として創立し、

平成２２年度で１３７周年を迎えた学校である。国道６号線や馬橋

駅近くにあるが、校庭の周囲には様々な木々が植えられ、野鳥も飛

んでくるような良い環境に恵まれている。長い伝統があるため卒業

生が多く、地域の方々に支えられて教育活動を行っている。

研究では、昭和６２年度のコンピュータ導入以来、２０年以上に

わたって｢情報教育｣の研究を続けている。視聴覚機器やコンピュー

タを活用した研究を経て、近年は、集めた情報をもとに、表現と吟

味を繰り返しながら、自分の考えを効果的に伝える力の育成をめざ

した研究を進めている。



２ 研究成果の概要

（１）研究主題

２１世紀型コミュニケーション力の展開

ふれよう 知ろう 伝え合おう

－情報を使いこなす力を育てようー

（２）研究のねらい

本校は、昭和６２年度のコンピュータ導入以来、情報教育の研究を続けている。馬橋小

学校の子どもたちが、｢よく考え自ら学ぶ」力を身に付けるために、従来の｢読み、書き、

計算」に、この｢情報活用能力｣を基礎基本として加え、情報社会にふさわしい｢生きる力を」

育成していきたいと考え、近年は、研究主題を｢２１世紀型コミュニケーション力の展開

ふれよう 知ろう 伝え合おう －情報を使いこなす力を育てようー」とし、｢さがす」「つ

くる」｢伝えやりとりする｣ という学習過程を通して、情報活用の実践力を育成し、自分の

考えを相手にわかりやすく伝えるコミューション力を育てるための支援や評価のあり方に

ついて、研究を進めている。

情報活用能力として今後求められることとして

１．情報活用の実践力

情報手段の基礎的な操作・情報の収集、処理、表現・受け手にあった発信など

２．情報の科学的な理解

情報手段の特性理解など

３．情報社会へ参画する態度

情報技術の役割や影響・情報モラルなど

以上の３点ととらえている。

この中で、小学校の通常の授業で主に意識すべきものは、①や③の情報活用の実践力や

情報モラルの育成であると考える。本校では、情報を活用していく中で、表現力や判断力

を大事にした実践をしていくことが重要であると考えている。そこで、より具体的な場面

での指導内容や指導方法について、実践を通して明らかにしていくことで、著作権や情報

モラルを身につけ、情報を使いこなす力を育てることをねらいとした。



（３）研究の概要

１．情報教育カリキュラムの作成

情報教育カリキュラムの中に著作権教育や情報モラル教育を位置づける。

２．授業実践と評価

情報モラル教育･著作権教育に関する校内授業研究会を行い、実践に基づく成果と課題

を共有する。

３．ワークシートの作成

著作権教育や情報モラル教育を行うために有効なワークシートを作成する。

（４）研究の成果

１．情報教育カリキュラムの作成

年度始めに、国語、社会、総合的な学習の時間における情報教育カリキュラムを作成

し、１年生から６年生までの｢伝えやりとりする場面｣の指導を検討することで、著作権

教育や情報モラル教育の位置づけができた。

２．授業実践と評価

授業の中で、情報モラル教育や著作権教育が必要な場面を設定することで、実践に基

づく成果と課題を把握することができた。

３．ワークシートの作成

ワークシートを作成することで、児童の考えを知ることができたり、自己評価をさせ

たりすることができた。


